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独立行政法人日本スポーツ振興センター 



 

2018 年改訂版の発行に当たって 

 

 学校における水泳指導は、水泳の技能の習得とともに体力の向上及

び心身の健康保持増進を図るという教育的価値が大変大きいことから積

極的に行われています。また、水辺活動などの指導についても学校や地

域の実態に応じて積極的に取り上げられています。 

 一方、これらの活動中に死亡や障害を負う事故が発生しています。 

 独立行政法人日本スポーツ振興センターでは、昭和 49（1974）年度に

「学校における水泳事故防止必携」を作成し、以来、幾度かの改訂を行

って、学校関係者に広く活用されてきました。 

 平成27（2015）年には国際蘇生連絡協議会が「心肺蘇生に関する科学

的根拠と治療勧告のコンセンサス」を更新し、我が国においても日本蘇

生協議会がこれらをもとに「蘇生ガイドライン 2015」を発表されたことなど

から、このたび、スポーツ庁委託事業の一環として、統計や事例を刷新し

新たな知見を盛り込み、本書を改訂することとしました。 

 本書が、引き続き学校関係者はもちろん社会体育指導者の皆様にも

活用され、児童生徒等の水泳事故防止に資することを念願しております。 

 終わりに、今回の発行に際し、熱意を持って取り組んでいただいた作成

協力者及びスポーツ庁関係者に対し、心より御礼申し上げます。 

平成 30 年３月 

独立行政法人日本スポーツ振興センター 
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